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水産動植物の被害防止及び水質汚濁に係る農薬登録基準の設定を不要とする農薬 

について（臭化メチル） 

 

下記農薬の臭化メチルは貯穀害虫等の防除を目的としたくん蒸剤で、その作用機

構は害虫、線虫又は病原菌細胞の構成成分であるタンパク質分子の塩基性求核中心

との化学反応により、防除対象生物のピルビン酸脱水素酵素やコハク酸脱水素酵素

等の必須酵素を阻害する。 

本邦での初回登録は 1950年である。 

製剤はくん蒸剤が、適用作物等は検疫専用として、米、麦、雑穀、果樹及び豆等で

登録されている。 

本剤は、使用場所が「倉庫等施設内のみ」であることから、当該農薬の成分物質等

が河川等の水系に流出するおそれが極めて少ないと考えられる。 

このため、巻末参考１「水産動植物の被害のおそれが極めて少ないと認められる

農薬の取扱いについて」（平成 24年 2月 24日中央環境審議会土壌農薬部会農薬小委

員会（第 29回）修正了承）及び参考２「水質汚濁に係る水の利用が原因となって人

畜に被害を生ずるおそれが極めて少ないと認められる農薬の取扱いについて」（平成

24 年２月 24日中央環境審議会土壌農薬部会農薬小委員会（第 29回）修正了承）に

基づき、「当該農薬の剤型、使用方法等からみて、当該農薬の成分物質等がその使用

に係る農地に混入し、又は河川等の水系に流出するおそれが極めて少ないと認めら

れる場合」に該当するものとして、水産動植物の被害防止及び水質汚濁に係る農薬

登録基準の設定を行う必要がない農薬として整理したい。 

 

記 

 

農薬名 使用目的 使用方法の概要 

臭化メチル 殺虫・殺菌剤 

99.5％製剤及び 98.0％製剤を 1m3当たり 

7～84gでくん蒸 

（倉庫等施設内のみでの使用） 
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